
 

 

宮古市立田老第一中学校 

令和５年度 道徳教育全体計画 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本校の復興教育】 

「学び、伝え、活かす」取組 

１ 震災関連のことや田老地域

等について「学ぶ」活動 

２ 学んだ成果を後輩や他校や

地域等に「伝える」活動 

３ 地域行事、ボランティア、

実生活に「活かす」活動 

生徒の実態 

○基本的に真面目で係の仕事や

掃除、ボランティア活動に一生

懸命取り組む。 

○自分を表現することが苦手で

コミュニケーションが上手くで

きずに関係を悪くする場面が見

られる。 

○学力、自己肯定感ともに高く

はない。 

○国語：言語活動を通して，正

確に理解し適切に表現しようと

する資質・能力を養う。 

○社会：社会的事象の意義や意

味を多面的・多角的に考察し，

主体的に解決しようとする態度

を養う。 

○数学：数学的活動の楽しさや

よさを実感し，生活や学習に生

かそうとする態度を養う。 

○理科：自然の事物・現象に進

んで関わり，科学的に探究しよ

うとする態度を養う。 

○音楽：音楽活動の体験を通し

て，音楽を愛好する心情や感性

を育み豊かな情操を培う。 

○美術：表現及び鑑賞の活動を

通して，美術を愛好する心情や

感性を育み豊かな情操を培う。 

○保体：生涯にわたって心身の

健康の保持増進や豊かなスポー

ツライフを実現しようとする態

度を養う。 

○技家：生活と技術についての

理解を深め，生活をより工夫し

ようとする実践的な態度を養

う。 

○外国語：外国語の背景にある

文化への理解を深め，主体的に

コミュニケーションを図ろうと

する態度を養う。 

各 教 科 

 

○ 真理を求め創造する生徒（知） 

○ 心豊かな責任感の強い生徒（徳） 

○ 生命を尊び健康な生徒（体） 

学 校 の 教 育 目 標 

Ａ 自立心や自律性を高め，規律ある生活を送ろうとする

態度を養う。自律、節制、強い意志 

Ｂ 他者への敬意や立場への配慮を大切にして人間関係を

深めようとする態度を養う。思いやり、礼儀、相互理解 

Ｃ 集団の一員であることを自覚し、社会参画の意識を高

め、郷土や社会の発展に寄与しようとする態度を養う。 

 集団生活の充実、社会参画、郷土を愛する態度 

Ｄ 生命を尊重する心や自分の弱さを克服して気高く生き

ようとする心を育む。生命の尊さ 

 

道徳教育の重点目標 

○学級活動：学級や学校の生活

上の諸問題を見出し，自主的に

取り上げ，協力して課題解決し

ていく自発的，自治的な活動を

通して，よりよい人間関係の形

成や生活づくりに参加する態度

を養う。 

○生徒会活動：全校の生徒が学

校におけるよりよい生活を築く

ために，異年齢の生徒同士で協

力し，主体的に組織をつくり，

役割分担や計画を立て，話し合

い解決しようとする実践的態度

の育成を図る。 

○学校行事：社会体験や自然体

験，高齢者や障害のある人々と

触れ合う体験を通して，よりよ

い人間関係の形成や自立的態度

を養う。 

特  別  活  動 

各 教 科 

特色ある教育活動 

日本国憲法 

教育基本法 

学校教育法 

学習指導要領 

岩手県学校教育指導指針 

宮古市教育目標 

○共感的な生徒理解を図るとと

もに，生徒一人ひとりが目標を

もって将来を展望し，自己実現

を図ろうとする態度を養う。 

○人権意識や感覚を高め，差別

や偏見のない社会の実現に努め 

ようとする態度の育成を図る。 

生徒指導 

○横断的・総合的な学習を探究

的な見方・考え方を働かせ行う

ことを通して，自己の生き方を

考えようとする態度を養う。 

○探究的な学習に主体的・協働

的に取り組み，積極的に社会参

画しようとする態度を養う。 

総合的な学習の時間 

 生徒一人ひとりが，道徳的諸価値についての理解に基づ

き，自己を見つめ，物事を広い視野から多面的・多角的に

考え，人間としてよりよい生き方についての自覚を深めよ

うとする授業を目指す。 

 

・情報モラルや各教科等との関連を図った指導方法の工夫 

・問題解決的な学習や体験的な活動など指導方法の工夫 

・ＩＣＴや学校独自資料の活用 

・一人ひとりのよさを伸ばし成長を促すための評価の充実 

道 徳 科 の 指 導 方 針 

学級の信頼関係や温かい人間関係を基

盤とした集団を育むとともに，道徳的実

践意欲を高める環境づくりに努める。 

 

・生徒と教師，生徒同士の心の交流 

・教育相談の充実 

・あいさつ運動の推進 

・校内美化の推進 

学級経営・教育環境の整備 

  校長の方針を踏まえ，全教師が協力し

て道徳教育を展開する。 

 

・カリキュラム・マネジメントの充実 

・校内研修の充実と活性化 

・道徳用教材の整備・充実・活用 

・道徳教育の情報提供や情報交換 

道徳教育の推進体制 

 家庭や地域社会等との共通理解を深

め，交流を密にし，協力体制を整える。 

 

・年間計画に位置づけた道徳授業の公開 

・地域教材の開発や活用 

・学級通信（道徳に関連）の発行 

家庭・地域等との連携 

Ａ 望ましい生活習慣を身に付け，安全で調和のある

生活をすること 

Ｂ 礼儀の大切さを理解し，時と場に応じて適切に行

動すること 

Ｃ 集団の意義についての理解を深め，協力し合って

集団生活の向上に努めること 

Ｄ かけがえのない自他の生命を尊重すること 

１
年 

自
己
を
見
つ
め
る 

 

各学年の指導の重点 

Ａ 主体的に考え，判断し，実行し，自己の行為の結

果に責任をもつこと 

Ｂ 温かい人間関係を築き，他の人々に対し思いやり

の心をもつこと 

Ｃ 勤労の尊さを重んじ，集団や地域のために自分が

できることは何かを考えること 

Ｄ かけがえのない自他の生命を尊重すること 

２
年 

他
者
に
学
ぶ 

Ａ より高い目標を目指し，困難に屈しないでねばり

強く最後までやり抜く強い意志をもつこと 

Ｂ それぞれの個性や立場を尊重し，寛容な心や広い

心をもつこと 

Ｃ 社会の形成に主体的に参画し、社会や郷土の発展

のために自分が寄与しようと努めること 

Ｄ かけがえのない自他の生命を尊重すること 

 

３
年 

生
き
方
を
考
え
る 

 


